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Features of this research examine the infiltration characteristic and the procedure 
for measurement of the unsaturation of ground in the in-situ. The stability analysis of the 
unsaturation ground is possible by the use of existing ground stability analysis software 
as Iong as the unsaturated infiltration characteristic of the ground of the in-situ can be 
strictly input. Pioneering point of this research uses the unsaturated infiItration 
characteristic of the ground of the in-situ for the stability analysis of the ground whiIe the 
research of the past has stayed in the data of the Iaboratory experiment. Moreover， the 
practicaI use of this research can design the ground where the unsaturated infiltration 
characteristic of the ground of the in-situ was strictly used. It is smaII-scale， and the 
unsteady seepage testing method with a cyIinder is not only easily but aIso is unnecessary 
electricity， and a measurement analysis of identification for a short time. The unsteady 
seepage testing method with a cyIinder is extremely effective to investigate the 
unsaturated infiltration characteristic of the ground. 
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[含水比 w % 41.8 土粒子密度ρsg/cm3 2.64 
湿潤密度ρtg/cm3 1.59 間隙比 e 1.35 
乾燥密度ρdg/cm3 1.12 飽和体積含水率Ds 0.575 
透水係数ks cm/s 4.46 x 10・4 飽和度 Sr % 81.48 
火山灰質粘性 2
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原位置しらす地盤に形成された経年地下水面形状
実測結果と一致するように、不飽和浸透特性を決定す
るうえでシリンダを用いた本非定常浸透量試験法は試
験装置も大規模ではなく電力の供給も必要とせず、測
定方法そのものが熟練を必要としない簡易な試験法で
あり、しかも比較的短時間の同定解析ですむ有効な方
法であることが明らかになった。
(2) 二次元飽和・不飽和浸透流解析より得られた原位
置しらす埋立地盤内に形成された地下水面形状の経年
変化から、降雨浸透にともなうしらす埋立地盤内に形
成された地下水面形状は、時間の経過とともにしらす
埋立地盤下部より上方に順次貯留され、 3年後にはほぼ
地表面に到達することが解明された。この降雨に伴っ
た地下水面の挙動は、 1993年の鹿児島豪雨災害により
浸食・崩壊したしらす埋立地盤谷側一部補修以後の実
質3年後の 1997年の鹿児島県北西部地震時には地表面
近くまで、水位の上昇が確認されており、二次元飽和・
不飽和浸透流解析結果と良く対応することが明らかに
なった。
これらのことから、 1997年鹿児島県北西部地震によ
る当しらす埋立地盤の液状化災害は、雨水浸透にとも
ない地表面近くまで地下水面が上昇したことに主要因
の一つを考えることができる。
下水面形状は、時間の経過とともにしらす埋立地盤下
部より上方に順次貯留され、 3年後にはほぼ地表面に
到達している。
この降雨にともなった地下水面の挙動は、 1993年の
鹿児島豪雨災害により侵食・崩壊した本しらす埋立地
盤谷側一部補修以後、実質 3年後の 1997年鹿児島県北
西部地震時に地表面近くまで水位の上昇が確認されて
おり、二次元飽和・不飽和浸透流解析結果と良く対応
している。
これらのことから、 1997年鹿児島県北西部地震によ
るしらす埋立地盤の液状化災害は、雨水浸透にともな
って地表面近くまで地下水面が上昇したことに主要因
の一つを考えることができる。
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今回、原位置における不飽和浸透特性と、その測定
方法を確立させることを目的とした原位置浸透試験は、
シリンダを用いた非定常浸透量試験として行った。得
られた結果を以下に要約する。
24 
(1) 原位置に打ち込んだシリンダからの浸透流量の
時間的変化を測定して、その流れの場の飽和・不飽和浸
透流について数値解析を行い、浸透流量の算定結果が
地盤の不飽和浸透特性と測定法の検討
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